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LpMab-17 抗ポドプラニン抗体を同定し，またその抗体は既存の抗ポドプラニン抗体である D2-40 よりも
LAM 組織に対し強い染色性を示すことを明らかにした．次に LAM 肺から肺細胞懸濁液を作成し、フローサ
イトメトリーにて、LpMab-17 抗ポドプラニン抗体にて認識される新規細胞集団の有無について、既存の
NC-08 抗ポドプラニン抗体も用い、比較検討を行った．LpMab-17 抗体では既存抗ポドプラニン抗体を用い













LAM のポドプラニン糖鎖修飾のさらなる検証は LAM 細胞特異的な抗体および抗体医薬の開発につながると
考えられた． 
